
29　広報てしかが 2019.5 広報てしかが 2019.5　28

○ 介護保険料軽減は、半年度分の軽減額を
年度平均した額の予定です。課税者が同
居している場合は対象外になります。
○ 老齢年金生活者支援給付金（補足的な給
付を含む）の場合、支給要件（65歳以上で
老齢基礎年金を受給中、世帯全員の市町
村民税が非課税、前年の年金収入額と所
得額の合計879,300円以下）をすべて満た
す必要があります。
　10月、11月分を12月（年金の支払日と同日）に振り込む予定としています。
○保険料を年金からの引き落としで納めている場合は、引き落とし額への影響は10月からです。

　

釧
路
保
健
所「
女
性
の
健
康

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」で
は
、心

身
の
健
康
づ
く
り
、不
妊
、更
年

期
、妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に
関
す

る
こ
と
な
ど
、
女
性
の
健
康
に

ま
つ
わ
る
相
談
に
保
健
師
が
応

じ
て
い
ま
す
。

▼
女
性
の
健
康
相
談
日

（
毎
月
１
回
）

　

 

５
月
９
日
㈭
・
６
月
６
日
㈭
・

７
月
11
日
㈭
・
８
月
８
日
㈭
・

９
月
12
日
㈭
・
10
月
10
日
㈭
・

11
月
７
日
㈭
・
12
月
12
日
㈭
・

　

 

１
月
９
日
㈭
・
２
月
６
日
㈭
・
３
月
５
日

㈭　

い
ず
れ
も
13
時
〜
16
時

▼ 

場
所
／
北
海
道
釧
路
保
健
所（
釧
路
市
城

山
２
丁
目
４
番
22
号
）

※ 

予
約
制
で
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
電
話

で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

女
性
の
健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

毎
月
の
相
談
日

以
外
に
、電
話
で
も

相
談
で
き
ま
す
。

「
女
性
の
健
康
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

と
伝
え
て
く
だ
さ

い
。担
当
保
健
師
が
お
受
け
し
ま
す
。

▼ 

受
付
日
時
／
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除

く
）の
９
時
〜
17
時

❑ 

予
約
・
相
談
先
／
北
海
道
釧
路
保
健
所
☎

０
１
５
４

５
８
２
５
ま
で
。

釧路保健所
女性の健康サポートセンター

後期高齢者医療制度のお知らせ
保険料軽減特例の見直しについて

●保険料の均等割９割軽減について
　保険料の均等割について、これまでの９割軽減となっていた方は、今年度、８割軽減に変わります。変更に合
わせ、介護保険料は、今年度、所得の低い高齢者への保険料負担軽減が強化される予定です。
　また、10月から所得の低い年金受給者の方には、保険料を納めた期間などにより金額は異なりますが、老齢
年金生活者支援給付金制度が始まります。

問い合わせ先

北海道後期高齢者医療広域連合☎０１１‐２９０‐５６０１
役場健康こども課保険年金係☎４８２‐２９３５（課直通）

平成 30年度

　
　
ほ
ん
と
に
す
ご
い
！
弟
子
屈
の
高
齢
者
パ
ワ
ー

ほ
ん
と
に
す
ご
い
！
弟
子
屈
の
高
齢
者
パ
ワ
ー

　

弟
子
屈
町
の
高
齢
者
の
元
気
の
秘
訣
を
ご

存
知
で
す
か
？
そ
れ
は
、
弟
子
屈
町
で
活
発

な
介
護
予
防
活
動
で
す
。

　

マ
ス
を
踏
ま
な
い
よ
う
に
ス
テ
ッ
プ
を

踏
む「
ふ
ま
ね
っ
と
」、
イ
ボ
の
つ
い
た
ゴ
ム

ボ
ー
ル
を
使
っ
て
ス
ト
レ
ッ
チ
や
ゲ
ー
ム
を

楽
し
む「
が
ん
ば
る
ー
ん
」、
笑
い
を
交
え
た

ゲ
ー
ム
で
脳
を
活
性
化
さ
せ
る
「
脳
ト
レ
」、

お
も
り
を
使
っ
た
緩
や
か
な
筋
ト
レ
「
い
き

い
き
百
歳
体
操
」の
ほ
か
、菜
の
花
会
に
よ
る

「
み
に
デ
イ
」も
大
変
な
人
気
で
す
。

　

自
分
の
健
康
を
自
分
で
も
守
る
た
め
、
13

年
も
前
に
ふ
ま
ね
っ
と
の
サ
ー
ク
ル
が
結
成

さ
れ
た
こ
と
を
始
め
に
、
今
も
健
康
状
態
に

合
わ
せ
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

な
か
で
も
一
番
新
し
い
「
い
き
い
き
百
歳

体
操
」は
約
２
年
間
で
爆
発
的
に
広
ま
り
、毎

週
約
２
５
０
人
が
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
、
介
護
予
防
活
動
参
加
者
の
目

安
は
高
齢
者
の
10
％
程
度
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、弟
子
屈
町
で
は
16
％
以
上
の
方
が
、地

域
な
ど
の
仲
間
と
自
主
的
に
楽
し
く
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、そ
れ
を
支
え
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
も
活
発
で
、

こ
れ
は
本
当
に
す
ご
い
こ
と
で
す
！

　

高
齢
者
発
信
で
元
気
な
弟
子
屈
町
を
作
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
福
祉
課
地
域
包
括

支
援
係
☎
４
８
２
‐
２
９
２
１（
課
直
通
）

ま
で
。

【
助
成
事
業
の
お
知
ら
せ
】

○ 

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
〜
中
学
一
年
〜

高
校
一
年
の
女
子
と
そ
の
保
護
者
の
方
〜

　

子
宮
頚
が
ん
予
防
の
ワ
ク
チ
ン
つ
い
て
、

平
成
25
年
６
月
に
厚
生
労
働
省
よ
り
子
宮

頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
を
積
極
的
に
勧
め
な
い

と
い
う
通
達
が
あ
り
、
そ
の
通
達
に
基
づ

き
、
積
極
的
に
推
奨
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、助
成
事
業
は
継
続
し
て
い
ま
す
。

○
脳
ド
ッ
ク
検
診

　

脳
血
管
疾
患
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
と

予
防
の
促
進
の
た
め
、脳
ド
ッ
ク
検
診
の
助

成
を
行
い
ま
す
。希
望
す
る
方
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

対
象
／
①
国
民
健
康
保
険
加
入
者
②
今

年
度
中
に
40
〜
74
歳
に
な
る
方
③
特
定

健
診
を
受
診
す
る
方
④
脳
血
管
疾
患
で

治
療
中
で
な
い
方
⑤
手
術
に
よ
り
、体
内

に
金
属
や
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
が
入
っ
て

い
な
い
方
⑥
町
の
事
業
以
外
で
脳
ド
ッ

ク
検
診
の
助
成
が
受
け
ら
れ
な
い
方

※
①
〜
⑥
す
べ
て
の
項
目
に
該
当
す
る
方

▼ 

助
成
額
／
検
査
に
か
か
っ
た
費
用
の
３

分
の
２
以
内（
上
限
は
２
万
円
）

▼
申
請
／
５
月
13
日
㈪
か
ら

▼
実
施
医
療
機
関
／
摩
周
厚
生
病
院

※
受
診
す
る
前
に
必
ず
申
請
が
必
要
で
す
。

❑ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
健

康
こ
ど
も
課
健
康
推
進
係
☎
４
８
２
‐

２
９
３
５（
課
直
通
）ま
で
。

　

今
年
も
弟
子
屈
の
遅
い
春
が
よ
う
や
く

や
っ
て
き
ま
し
た
。雪
解
け
と
共
に
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
を
再
開
さ
れ
た
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。目
ま
ぐ
る
し
く
変

わ
っ
て
い
く
春
の
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら

歩
く
の
は
気
持
ち
が
い
い
で
す
ね
。

　

さ
て
、今
年
度
の
私
た
ち
の
活
動
は
、弟

子
屈
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
元
気
な
ヒ
ミ

ツ
に
迫
る
一
年
に
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。サ
ー
ク
ル
活
動
や
お
茶
会
な
ど
に
お

じ
ゃ
ま
し
て
お
話
を
伺
い
、
皆
さ
ん
の

日
々
の
活
動
が
、
元
気
な
生
活
を
保
つ
の

に
ど
れ
だ
け
役
に
立
っ
て
い
る
か
を
介
護

予
防
の
観
点
か
ら
ま
と
め
て
み
た
い
の
で

す
。そ
れ
を
こ
の
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
共
有

す
る
こ
と
で
、
今
あ
る
活
動
の
価
値
が
再

発
見
さ
れ
、
息
の
長
い
活
動
へ
と
つ
な
が

っ
て
い
っ
た
ら
う
れ
し
い
な
あ
、
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
取
材
活
動
が
は
じ
ま
っ
て
い

ま
す
。皆
さ
ん
に
お
会
い
で
き
る
の
が
楽

し
み
で
す
。

　
　

地
域
支
え
あ
い
推
進
員　

藤
原
直
美

　
　
　

（
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

❏ 

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
福
祉
課
地
域
包

括
支
援
係
☎
４
８
２
‐
２
９
２
１（
課
直

通
）ま
で
。

平成 31年度➡
９割軽減

（月平均 417 円納付）
８割軽減

（月平均 833 円納付）

➡

➡

保険料の給付額（１割）
保険料の給付額（２割）

（例）年金収入80万円以下の方

弟子屈産ワインイベント 協力店を募集します

葡萄色の週末～EBI-IRO WEEK END～ in TESHIKAGA2019

　弟子屈町ブドウ・ブドウ酒研究会では、昨年に引き続き弟子屈産ブドウのワイン「葡
え

萄
び

色の旦
よあけ

」を町内飲食店・

ホテル・ペンションなどで提供するイベント「葡萄色の週末～EBI-IRO WEEK END~ in TESHIKAGA」を今秋に企画し

ています。弟子屈産の食材を使用した料理とワインを味わい、実りの秋を大いに楽しんでいただきたいと考えて

います。企画に協力していただける飲食店・ホテル・ペンションなどを募集します。

▼募集内容

 町内の飲食店・ホテル・ペンションなどのうち、食事を提供できる店舗

 弟子屈産食材を使用したメニューでワインに合うものを、少なくとも一品提供できる店舗

▼募集数／10店舗程度

▼募集受付期間／５月７日㈫～５月17日㈮

▼応募方法

　イベントに関する詳細は、下記までお問い合わせください。

応募・問い合わせ先
弟子屈町ブドウ・ブドウ酒研究会事務局（役場農林課農政係内）☎４８２‐２９３６（課直通）

メール　nourin@town.teshikaga.hokkaido.jp


